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肱川流域の取組状況

国土交通省四国地方整備局

令和7年5月26日

資料-３



国土交通省

更なる河川整備等（国・
県）

山鳥坂ダム完成
２０３２年度

野村ダム改良完成
２０２７年度

河川（国・県）
・予備費による樹木伐採、河道掘削
・野村ダム下流など土砂堆積部河道掘削
・暫定堤嵩上げ（+0.7m）

野村ダム
・事前放流（600万m3を確保）
・洪水貯留準備水位の更なる低下

野村ダム、鹿野川ダムの放流警報
・新たな放流警報手法（試行開始）

＜令和元年～＞
鹿野川ダム改造により増大した容量の有
効活用
・野村ダム操作規則変更
・鹿野川ダム操作規則変更

下流河川（国・県）
・河川激甚災害対策特別緊急事業に
よる堤防整備、暫定堤防の嵩上げな
どの対策を実施

野村ダム下流など
・河道掘削などの対策を実施

治水協定
・洪水調節可能容量
（761万m3を確保）

激特事業による流下能力向上により
可能となるダム操作規則の変更
・野村ダム操作規則変更
・鹿野川ダム操作規則変更

肱川緊急治水対策（つなごう肱川プロジェクト）

①緊急的対応（令和２年５月完了）
平成３０年７月洪水の被害を軽減

②概ね５年後（令和６年６月1日完了）
平成３０年７月洪水を越水させない

③概ね１０年後
平成３０年７月洪水と同規模を安全に流下させる

平成３０年７月豪雨により甚大な被害を受けた肱川で緊急的な治水対策（ハード・ソフト
対策）を実施
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国土交通省肱川河川激甚災害対策特別緊急事業

菅田地区（11工区）

県による激特事業区間
肱川: L=7,900m

至 鹿野川ダム

※県実施区間には一部暫定堤防高の区間がある

二線堤

多田地区

玉川・只越地区

春賀地区
伊州子地区

豊中地区

白滝地区

5k

10k

15k

20k

如法寺地区

小長浜地区

加世地区

大洲第二観測所

大洲市

久米川

国による激特事業区間
矢落川左岸:0.1k～0.7k（L=600m）

国による激特事業区間
肱川左岸:6.5k～19.8k（L=13,300m）

右岸:3.6k～19.8k（L=16,200m）

八多喜地区

肱川

ＪＲ矢落川橋梁

東大洲地区

阿蔵地区

柚木地区

基準点
浸水範囲

凡 例
：整備済み
：築堤区間（国）
：築堤区間（暫定堤防嵩上げ）
：陸閘等
：築堤区間等（県）

阿蔵地区（国）【暫定堤防嵩上げ】

野村ダム堰堤改良事業（国）

山鳥坂ダム建設事業（国）

菅田地区(菅田工区)(愛媛県)【築堤】

肱川中下流

※写真提供：国土地理院
※この地図は、国土地理院の地理院地図に加筆したものである

野村ダム

野村ダム下流

県による事業実施区間
（河道掘削等）

至 鹿野川ダム

久米川

肱

肱 川

10Km1 2 3 4 50 10Km1 2 3 4 50 10Km1 2 3 4 50 10Km1 2 3 4 50

瀬戸内海
（伊予灘）

ＮＮ

伊予市
砥部町

内子町
大洲市

西予市

高知県

香川県

徳島県

松山市肱川
愛媛県

肱川

鹿野川ダム
山鳥坂ダム
（建設中）

肱川

川

矢落川

大臣管理区間

Ｎ

野村ダム

河川激甚災害対策特別緊急事業（激特事業）
■事業費 約３７０億円（うち国２４２億円、県１２８億円）
■事業期間 Ｈ３０～Ｒ５年度
■国管理区間１５地区で築堤を実施
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国土交通省肱川河川激甚災害対策特別緊急事業
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暫定堤防嵩上げ地区(計1.2km)
④白滝、⑤豊中、⑥八多喜、
⑦伊州子、⑧春賀、⑩東大洲、
⑫阿蔵

惣瀬地区（0.7km）1 小長浜地区（0.7km）2 多田地区（0.1km）9

整備範囲

整備範囲

整備範囲

春賀地区

整備範囲
整備範囲

加世地区（0.9km）3

令和6年1月撮影

令和5年3月撮影令和6年1月撮影

令和5年3月撮影

令和4年10月撮影

大洲河川国道事務所



国土交通省肱川河川激甚災害対策特別緊急事業
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阿蔵地区（0.4km）12 如法寺地区（0.7km）13

柚木地区（0.3km）14

小貝地区（0.2km）15

玉川・只越地区（1.7km）11

整備範囲
整備範囲

整備範囲

整備範囲

整備範囲

令和6年8月撮影

令和6年8月撮影

令和6年3月撮影

令和5年3月撮影令和5年3月撮影

大洲河川国道事務所



・菅田地区の１１工区と久米川の整備が令和６年度末で完了。

肱川・久米川 激特事業での堤防整備延長 L=１０．４km

肱川 標準断面図（A－A’断面）

村島工区 菅田工区

1.20m HWL （西日本豪雨を越水させない水位）

久米川 標準断面図（B－B’断面）

1.50m HWL

肱川・久米川 河川激甚災害対策特別緊急事業
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①小倉工区

②中尾工区

③父工区

④裾野工区

⑤追打下流工区

⑥本郷工区

⑦追打上流工区

⑧村島工区

⑨菅田工区

⑩阿部板野工区

⑪池田成見工区

⑫久米川工区

肱川・久米川 河川激甚災害対策特別緊急事業
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：整備済

：整備中

：未着工

築堤・樋門工事

築堤・樋門工事
一部修正設計・
用地交渉中

設計中

築堤施工済
築堤施工中
築堤施工未

ゆのき

①柚木工区
L=200ｍ

すそのだいに

②裾野第二工区
L=200ｍ

ふじのかわ

③藤ノ川工区
L=200ｍ

ゆずりは

④譲葉工区
L=200ｍ

おおかわ

⑤大川工区
L=1,100ｍ うわがわ

⑥宇和川工区
L=200ｍ

①柚木工区

H.W.L　35.012

R
RP

AS肩･コン始 コン終･AS肩
コン終

コン始

コン終

コン始

大洲市復興まちづくり計画により
背後地を盛土

大川工区 標準断面図

HWL 

鹿野川ダム

・柚木工区と裾野第二工区の堤防整備が令和６年５月末に完了。

・その他４工区については用地取得箇所から順次工事に着手。

完成

完成
一部取付道路
を施工中

築堤・樋門工事
用地交渉中
一部修正設計中

①柚木工区

②裾野第二工区

肱川 事業間連携河川事業（菅田～鹿野川地区）
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施工延長 L= 2.2 km

乙亥会館

SP.3280 SP.5520

河道掘削

浄化センター

野村大橋の架け替え

野村大橋架替に伴う
迂回路（仮橋）

三島橋

のむら復興まちづくりエリア

石久保橋

実施済

実施中

未着手

H30.7 浸水範囲

引堤工事

① ②

・河道掘削、護岸改修、引堤を実施しており、引き続き工事を進める。

・野村大橋架替時に迂回路となる仮橋の設置工事が昨年度末完了し、今年度から本橋の架替工事に着手予定。

①

R7.4.3撮影

②

R7.4.3撮影

野村大橋

石久保橋

野村大橋

三島橋

R7.3.7撮影

④

③

野村大橋
（仮橋）

④

R7.4.3撮影

③

肱川 大規模特定河川事業（野村地区）
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国土交通省山鳥坂ダム付替県道・工事用道路工事進捗状況 山鳥坂ダム工事事務所

（R7.3末現在）
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残土場

月野尾

京造

見の越

山鳥坂ダム

下敷水

敷水

菟野尾

上敷水

上嵯峨谷

下嵯峨谷

鹿野川

橡の木瀬
公共施設代替地

奥の山

愛の森トンネル
L=2,128m（R4.7.15貫通）

愛の森トンネル

敷水トンネル

月野尾地区工事用道路

敷水トンネル
L=832m（R4.12.6貫通）

下敷水地区

仮排水トンネル

工事用道路

見の越地区付替県道

至 肱川

付替市道

付替県道

上嵯峨谷地区付替市道

下敷水地区付替県道

付替県道

付替県道

至 河辺

至 肱川

至 河辺

至 肱川

上鹿野川地区付替県道(山鳥坂大橋)

至 河辺

山鳥坂大橋

付替県道区間

敷水地区付替県道(上敷水川橋)

新入船橋(付替市道)

付替県道（一次切替区間） L=約4.2km

橋脚

至 河辺

至 肱川

菟野尾地区付替県道

橋脚
橋台

橋台

上敷水川橋

至 河辺
至 肱川

橋脚

施工中

施工済

施工前

写真凡例
工事用道路

付替県道

トンネル

工事用道路
（検討中含む）

至 肱川

至 河辺

新入船橋

至 河辺

至 河辺

至 肱川

仮排水トンネル



国土交通省山鳥坂ダム建設事業の進捗状況

愛の森トンネル坑口（終点側） 施工中（令和7年3月） 新入船橋橋脚 施工済（令和7年3月）

下敷水付替県道 施工中（令和7年3月）

至 肱川

至 河辺

菟野尾地区付替県道 施工中（令和7年3月）
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橋脚

至 河辺

至 肱川

橋脚

至 肱川

至 河辺

令和4年度まで 令和5年度

令和7年度以降

令和6年度 令和4年度まで

至 河辺

山鳥坂大橋

愛の森トンネル坑口

至 肱川

至 河辺

令和6年度 令和6年度令和5年度

山鳥坂ダム工事事務所



国土交通省山鳥坂ダム建設事業の進捗状況

【吐口部】トンネル掘削状況（令和7年3月）トンネル貫通状況（令和7年2月）

【呑口側】仮桟橋設置状況（令和5年9月） 【呑口側】仮桟橋設置状況（令和7年1月）

山鳥坂ダム仮排水トンネル工事
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山鳥坂ダム工事事務所



国土交通省野村ダム改良事業の進捗状況

・野村ダムでは、事前放流により確保した容量を効率的に活用するため、ダム堤体に放流設備を増設する工事を実施。
・これにより、平成30年7月豪雨と同規模の洪水を河川改修と相まって、肱川の氾濫を防ぐ事が可能。
・令和７年５月現在は、上流仮締切工の設置が完了し、堤体削孔工準備を実施中。

肱川ダム統合管理事務所
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上流仮締切設備（据付中）を望む

ダム下流右岸法面を望む 堤体削孔開始箇所を望む

下流からダムを望む



国土交通省都谷川流域水害対策計画の概要（対策内容）

13

野田川

古川

（国）支川（都谷川）排水機場整備 ※新規

凡例
：特定都市河川
：普通河川
：特定都市河川流域
：大洲市拠点地区
：①氾濫への対応
：②建築物への対応

A

A’

都谷川

（県）支川（都谷川、野田川、古川）
河道整備（嵩上げ等） ※継続

（市）下水道（雨水）の整備 ※継続

 浸水した場合に想定
 される水深(ランク別)

　20.0m以上

　10.0m～20.0m

　5.0m～10.0m

　3.0m～5.0m

　1.0m～3.0m

　0.5m～1.0m

　0.3m～0.5m

　0.3m未満

凡　例

（市）流出抑制（田んぼダム）の推進 ※継続

（市）二線堤の保全・拡充 ※継続

（市）公園貯留施設等の保全・拡充 ※継続
（国、県、民間事業者等を含む）

都市浸水想定（内水氾濫による浸水区域）※最大浸水深約2.4ｍ浸水戸数：133戸

浸水面積：206ha

（県）貯留機能保全区域の指定、
浸水被害防止区域の指定 ※検討中

（県・市）宅地嵩上げ等 ※検討中
（移転促進、建物等の敷地嵩上げ・耐水化・ピロティー化）

（市）立地適正化計画に基づく事業の推進 ※継続

（市）雨水浸透阻害行為の許可
、 開発盛土に対する規制 ※継

続

（市）雨水貯留浸透施設整備 ※検討中

（計画策定者）・愛媛県知事、大洲市長、四国地方整備局長
（計画の目標）・気候変動の影響があり、既往最大の被害を受けている平成３０年７月豪雨を計画対象降雨とする。
（計画の期間）・概ね２０年

流
域
水
害
対
策
計
画
の
対
策

都市浸水想定水位
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国土交通省都谷川流域水害対策計画の概要（対策分担量）

●都谷川流域水害対策計画においては、流域全体での対策が必要となることから、雨水貯留浸透施設の整備や水田貯留の検討、貯留機能保全区域の指定
等の流域対策を活用し取組む。

●計画対象降雨の平成30年7月降雨による湛水量1,480千㎥に対して、床上浸水が解消できる目標水位以下とするため、河川・水田等の貯留、雨水貯留浸透
施設、下水道整備等の対策に加え、都谷川排水機場を整備し、それぞれが分担する。

●さらに、計画を上回る洪水に対しても、氾濫の被害を出来るだけ軽減するようソフト対策を推進する。

浸水被害対策の基本的な考え方 14



国土交通省

【事業の概要】

東大洲地区は大雨により、度々内水被害が発生している箇所であり、

内水被害軽減を図るため、排水機場整備を推進しています。

令和７年度は、排水機場整備等を実施します。

位置図
ひがしおおず

肱川流域治水整備事業～つなごう肱川～
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排水機場整備イメージ

都谷川



国土交通省

〇平成30年７月豪雨において、従前までの堤防詳細点検では対策不要であった肱川左岸中島地区で、堤防法尻付近で
パイピングが発生し、大規模な堤防法面の陥没及び近傍の民家倉庫が傾倒する被害が発生し対策を実施。

〇このため、 堤防漏水の実績箇所、築堤履歴（堤防、基礎地盤の性状等）により弱部になり得る箇所について改めて堤防の
詳細点検を実施しており、対策が必要な箇所は順次対策を行う予定。

漏水発生（H30.7月豪雨） けん引式電気探査による堤防詳細点検

けん引式電気探査の結果
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堤防の浸透対策（堤防の詳細点検）

⇒けん引式電気探査等を用い、連続的な地質を把握した上で堤防詳細点検を行い、対策必要区間を
抽出

地盤の比抵抗値を計測して、地質分布を推定
約５ｍの深度まで計測可能
２ｋｍ／日程度の計測が可能
アスファルトにも対応でき、非破壊調査が可能
多少の凹凸に対応

対策必要区間

対策済区間（対策不要区間含む）

点検実施予定区間

堤防詳細点検の全体計画（R7.3）



国土交通省
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流域治水の推進（自分事化）



国土交通省肱川における水害リスクを踏まえた防災まちづくり

※東京大学工学部社会基盤学科 羽藤 英二 教授

■地域住民、特に若い世代の参画、地元の

高校生を対象にした伝承を通したワーク

ショップを実施

■災害を経験した地域住民が語り部として

被災経験、また備えていて良かったこと、

準備しておくことなどを伝承

■災害時だけで無く、普段の住まい方を踏

まえた両面から今後のまちづくりをどうし

ていくか議論

＜取組のポイント＞

18

〇肱川流域では平成30年７月豪雨による甚大な被害を受け、国・県・市が一体となり治水対策を進めているとこ
ろ。激特事業等による堤防整備などにより治水安全度は上がっているが、今後も気候変動の影響等により、水
害リスクは存在。

〇そこで、大洲河川国道事務所、大洲市、愛媛県、東京大学※で連携し、『地域の防災意識の向上と水災害リ
スクを踏まえた防災まちづくり』に関する取組を令和５年度より開始。

【令和5年度活動概要】



国土交通省肱川における水害リスクを踏まえた防災まちづくり

■肱川地区では鹿野川ダムの見学とともに、地元住民の
被災体験談を聞くことで、当時の災害を自分事化と捉え
た意見が多く集まった。

■東大洲地区では国、県、市が一体となった治水対策の
説明を受けるとともに、下流の長浜地区では高潮等のリ
スクを説明。

■その後のグループワークでは、スタディツアーでの学び
を活かし、流域治水対策として「自分たちにできることは
何か？」「将来の”住まい方”」について描く大洲市の将
来像を話し合い共有。

＜ワークショップ＞ ＜報告会＞

■外水、内水による多段階の浸水想定リスクについて説明
し、治水対策によって治水安全度が大きく向上する一方で
残るリスクについて説明。

■みんなで考える場としてオープンハウス形式をとり、住民
の方々とより近い距離で肱川流域の取組状況を説明。

■パネルディスカッションでは、次世代を担う若い世代の素
直な想いを参加者とともに共有。

【令和６年度の取組状況】

〇令和5年度に引き続き、大洲市の若い世代を中心とする大洲高校および大洲農業高校、長浜高校（令和６年

度より参加）を対象に、東京大学との交流を踏まえた“学びの場”として、東大洲地区、長浜地区、肱川地区

の水害リスク状況や肱川流域のスタディツアーを通じて、東大生と共に考えるワークショップを実施。

〇またワークショップ内容の報告や行政の取組状況について、地域住民の方々 と“共に考える場”として、国・

県・市・若い世代が連携した報告会を実施。

オープンハウス型式による取組状況の説明 パネルディスカッション肱川地区の被災体験談 グループワーク 19



国土交通省

・生態系ネットワークは、保全すべき自然環境や優れた自然条件を
有する地域を核として、それらを有機的につなぐ取組です。
河川は、森林や農地、都市などを連続した空間として結びつける、
生態系ネットワークの重要な基軸であり、流域の中でまとまった
自然環境を保持している貴重な空間となっています。

生態系ネットワークのイメージ

・河川管理者、自治体、農林漁業者、NPO、学校、企業などの多様
な主体が連携・協働して、河川を基軸とした生態系ネットワーク
を形成することにより、地域の自然を豊かにするとともに、地域
の経済や社会にも効果をもたらすことが期待されます。

出典：「川からはじまる川から広がる魅力ある地域づくり 河川を基軸とした生態系
ネットワークの形成」国土交通省水管理・国土保全局河川環境課 2019年

生態系ネットワークと、その形成により期待される効果

20



国土交通省肱川流域生態系ネットワーク推進協議会の設立

21

肱川流域の生態系ネットワークの指標種
候補として検討している生きものの一例

アユ

コウノトリ

ブッポウソウ

モクズガニ

肱川流域生態系ネットワーク推進協議会の様子

〇 肱川流域で生息している生物を対象に、流域内外のつながり（ネットワーク）の指標性、河川と流域とを結

ぶ特徴、地域振興にも活かせるシンボル性等を踏まえて、肱川流域を代表する指標種を選定し、地域活性

化や経済振興に繋げる。

第1回

区分 所属・役職等 氏名(敬称略)

愛媛大学 名誉教授 鈴木　幸一

愛媛大学 大学院理工学研究科 教授 三宅　洋

愛媛大学 社会共創学部 環境デザイン学科 教授 羽鳥　剛史

大洲市長 二宮　隆久

西予市長 管家　一夫

内子町長 小野植　正久

愛媛県 県民環境部 自然保護課 課長 山内　重宣

愛媛県 土木部 河川港湾局 水資源・ダム政策監 三宅　祥智

愛媛県 土木部 河川港湾局 河川課 課長 永木　洋平

愛媛県 八幡浜支局 地域農業育成室 室長 二宮　泰造

愛媛県 南予地方局 大洲土木事務所 所長 越智　健二

愛媛県 南予地方局 西予土木事務所 所長 河本　卓朗

伊予銀行 大洲支店 支店長 工藤　太張

日本野鳥の会愛媛 代表 松田　久司

肱川漁業協同組合 代表理事組合長 橋本　福矩

肱川上流漁業協同組合 代表理事組合長 兵頭　竜

大洲市観光協会 会長 藤岡　周二

一般社団法人 西予市観光物産協会 会長 安藤　芳夫

一般社団法人 内子町観光協会 代表理事 大西　啓介

愛媛たいき農業協同組合 代表理事組合長 田淵　博幸

東宇和農業協同組合 代表理事組合長 石野　満章

えひめ中央農業協同組合 理事長 福島　幸則

大洲市森林組合 代表理事組合長 増岡　学

西予市森林組合 代表理事組合長 兵頭　竜

内子町森林組合 代表理事組合長 岡田　志朗

環境省 中国四国地方環境事務所　野生生物課 課長 澤志　泰正

農林水産省 中国四国農政局 地方参事官　（愛媛県担当） 宮本　隆明

国土交通省 大洲河川国道事務所 所長 江川　昌克

国土交通省 山鳥坂ダム工事事務所 所長 竹内　宏隆　

国土交通省 肱川ダム統合管理事務所 所長 清水　敦司

関係自治体

関係行政機関

団体等

学識者

関係市町

肱川流域生態系ネットワーク推進協議会　委員名簿

【第１回 肱川流域生態系ネットーク推進協議会の開催概要】
日時：令和７年２月２７日（木）１０：００～１１：３０
場所：大洲市役所２階大ホール

肱川流域生態系ネットワーク 推進協議会 委員名簿
肱川流域生態系ネットワークの推進体制



国土交通省野村ダムにおけるハイブリッドダムの取組について

治水機能の強化と水力発電の促進を両立するハイブリッドダムの取組

野村ダムでは、気候変動への適応・カーボンニュートラルへの対応のため、治水機能の強化と水力発電の促進を両
立させる「ハイブリッドダム」の取組を検討中。

取組内容 ：野村ダムで取組を検討中

肱川ダム統合管理事務所
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国土交通省タイムライン防災カンファレンス2025in愛媛（大洲市・西予市・内子町）

〇タイムライン防災カンファレンスは、全国のタイムライン防災の普及・発展を目指し、住民、コミュニティ、行政担当者、関係機
関等の情報共有を図るため、２０１６年度より全国各地で開催。

〇全国各地でタイムライン防災に取り組む自治体の首長、実務担当者、風水害に関わる防災関係者が一堂に会し、各地のタ
イムライン防災の取組やタイムラインの課題とその対応策等について意見交換を実施し、より実行的なタイムラインの策定
や運用に資するもの。
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【タイムライン防災カンファレンス2025in愛媛の開催概要】
開催：令和７年２月１３日～１４日
主催：タイムライン防災・全国ネットワーク国民会議
後援：国土交通省四国地方整備局、愛媛県、公益財団法人河川財団
協力：NPO法人環境防災総合政策研究機構、西予CATV株式会社、株式会社ケーブルネットワーク西瀬戸

■災害と復興勉強会

■高校生取り組み発表会

愛媛県立野村高等学校

■シンポジウム （開会挨拶：左から大洲市長・西予市長・内子町長）

（パネルディスカッション）

愛媛県立大洲高等学校



国土交通省令和7年度 肱川総合水防演習の開催

24

「防災知識の普及と防災意識の向上」及び「災害対処能力の更なる向上」を図るとともに、市町村や県、国、防災機関及び流域住民の
方々との連携強化を図ることを目的とした令和７年度肱川総合水防演習を実施。

■ 開催日時 令和7年5月18日（日） 9：00～11：00（イベントブースは12:00まで）
■ 実施場所 肱川右岸河川敷（愛媛県大洲市若宮）
■ 実施した演習 情報伝達訓練、水防活動（水防工法）、被災者救出・救護訓練、被災者搬送訓練、被災状況調査訓練、

ライフライン復旧訓練、道路啓開訓練、救援物資輸送訓練
■ 参加機関 52機関（演習参加機関及び出展機関（重複除く））
■ 参 加 者 中野洋昌国土交通大臣、中村時広愛媛県知事、二宮隆久大洲市長、長谷川淳二衆議院議員、石井智恵衆議院議員、

山本順三参議院議員をはじめとする約700人（一般来場者除く）

開会式

中村 時広 愛媛県知事 二宮隆久大洲市長
（演習本部長）

長谷川淳二衆議院議員
来賓挨拶

山本順三参議院議員
来賓挨拶

石井智恵衆議院議員
来賓挨拶

矢野正祥大洲市消防団長
（指揮者）

中野洋昌国土交通大臣 豊口 佳之 四国地整局長

実施した主な演習
■ 水防工法訓練

大洲市消防団による
釜段工

自主防・大洲農高生による
改良積み土のう工Ⅱ型

■ 関係機関・地域との連携による総合的な訓練

道路啓開訓練（建設業協会）情報伝達訓（ホットライン）

閉会式

被災者救出訓練
（陸自・県警・消防）

藤本幸司河川部長橋本博史愛媛県土木部長

展示・ＰＲブース等

ロープワーク体験 遠隔操縦BH操縦体験

避難訓練（大洲市立喜多小学校）


